
 令和４年度 第１回 （一社）神奈川県建築士事務所協会 災害時対策特別委員会 議事録 

開催日時 令和４年８月５日（金）13：30～15：30 会 場 Web会議 

 

出 席 者 

（○） 

担当副会長：○大和田優  

（補佐）副会長：○山口雄 

委 員 長：○早川慶太 

副 委 員 長：○横山尊重 

委 員：○小渡佳代子  ×吉田幸司 ○代）長友寛昌  ○高戸憲一   

      ○黒部光司  ○中山裕次   ○有泉ひとみ  ○神尾明美  

事 務 局：○小林恵美 

  

○司会進行 早川委員長 

 

＜議題＞ 

１．自己紹介を行った 

 

２．委員会のこれまでの活動内容が説明された。 

 

３．令和４年度建設型応急住宅の供給に係る業務委託内容について業務委託仕様書を基に説明がされた。 

 ①「バリアフリーに配慮した標準仕様及び標準プラン」の作成 

 ・住戸内の段差解消（浴室等） 

 ・玄関の段差解消  

 ※全戸バリアフリー（等級３又は４） 

  ・標準プラン（バリアフリー基準等ではなく、健常者・老人・妊婦・子供等） 

  ・車いすプラン 

 ②建設型応急団体等へのヒアリングの実施 

  ・（一社）全国木造建設事業協会、（一社）プレハブ建築協会、（一社）日本木造住宅産業協会神奈川支部

へ、「バリアフリーに配慮した標準仕様及び標準プラン」を実現する為の実施及び実績等のヒアリング

を行う。 

   →各団体の標準プランを基に説明が行われた。 

 ③市町村職員向けアンケートの実施 

  「バリアフリーに配慮した標準仕様及び標準プラン」が出来上がってから市町村職員向けに行うアンケー

ト内容の検討。 

 ④会議の運営 

  ・②③を行うため、会議を実施する。 

  ・第 1回を 9月 2日に開催。 

・「バリアフリーに配慮した標準プラン」について各自意見を述べた。 

・メーリングにて各自、問題点・問題提起・提案を 8月 21日までに送付（共有）する事となった。 

   （事務局でメーリングリストアドレスを作成し送付する。） 

   →集まった意見等を基に委員長が資料を作成し、8月 26日（金）までに会議出席者（行政・団体）に

送付する事となった。 

  ・委員会の OneDrive URLを事務局より送付、資料・文献等を各自アップロードし、必要に応じて確認

する事となった。 

事務局で、神奈川県応急仮設住宅供給マニュアル・バリアフリー性に関する基準（高齢者配慮対策等級

３）・性能表示（高齢者等に配慮に関する事）・2019年度市町村向け講習会テキストをアップロードす

る事となった。 

   ※OneDrive URLは委員会内限りの取り扱いとする。 

 

４．今後のスケジュールが資料を基に説明された 

 

５．業務委託費用について 

  神奈川県より 990,000円で受託している。 

  会議出席回数や業務によって、支払われる事の説明がされた。 



 

次回委員会 ９月中旬で日程調整する事となった。 

 

 

以上 

   

 

 



 令和４年度 第２回 （一社）神奈川県建築士事務所協会 災害時対策特別委員会 議事録 

開催日時 令和４年９月１２日（月）15：00～17：00 会 場 Web会議 

 

出 席 者 

（○） 

担当副会長：○大和田優  

（補佐）副会長：○山口雄 

委 員 長：○早川慶太 

副 委 員 長：○横山尊重 

委 員：○小渡佳代子 ○吉田幸司   ○高戸憲一   ○黒部光司  

 ○中山裕次  ×有泉ひとみ  ○神尾明美  

事 務 局：○小林恵美 

 

○司会進行 早川委員長 

 

＜議題＞ 

１．9/2開催『建設型応急住宅のバリアフリー標準プラン検討会議』報告 

１）早川委員長より、9/2に開催された『建設型応急住宅のバリアフリー標準プラン検討会議』の報告がさ

れた。 

 ・出席者：神奈川県・横浜市・川崎市・相模原市・全木協・プレ協・木住協・神事協 

  ・議事録（案）を事務局より送付する事となり、内容について各自確認する事となった。 

  

２）主な意見等 

  ・住宅性能評価を県が望んでいる県営住宅と同等の等級３と表現したい事は理解できるが、温熱環境に関

しては可能だが、その他を統一するのは難しいと考える。部位ごとに等級を表現する等が必要なのでは

ないか。 

  ・バリアフリー化については、個々によって問題解決方法が違ってくる為、実際に入居してから災後に設

計事務所協会から仮設住宅の住宅相談体制を検討しておき、内装で介護保険程度の対応が可能な下地材

や仕上げ材をマニュアルに書き入れる事で対応できるのではないか。 

   特に人の尊厳にかかわる排泄、トイレは必要と思われる。 

 

２．今後のスケジュールについて 

 １）仕様書（たたき台）を大和田副会長が 9月末～10月初めまでに作成し、委員から 1週間程の期間で意

見を出し（案）としてまとめる。また、たたき台作成に関しても意見があれば、各委員がメールで送付

する事となった。 

  

２）車いすプラン（ユニバーサルプラン）のたたき台を早川委員長が作成し、委員から意見を出し（案）と

してまとめる事となった。 

  

３）仕様書（案）と車いすプラン（案）を持って、１０月中旬に神奈川県と打合せをする事となった。 

   その後、第２回『建設型応急住宅のバリアフリー標準プラン検討会議』を開催する。 

 

 

 

以上 
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